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　重電機械では、原動機は依然として低操業ながらも、受注面では海外の大型発電プ

ラントなどの受注が増加するなど先行き明るい兆しがみられる。大・中型モーター、

　生産面では、高水準の受注残を抱える大手・中堅造船が高操業を維持、重電機械
は低操業ながら原動機では受注持ち直しから操業も上向き、また電子部品は高操業
が続く。一方、需要面では、公共工事請負金額は前年割れ、新設住宅着工戸数は　2
カ月連続増なるも総じて低調。個人消費は、大型店売上は球団優勝セールもあって
前年を上回ったが乗用車販売は振るわず。観光は主要施設入場者が約　年振りのプ1
ラスとなったが宿泊者数は前年割れ。なお、雇用面では有効求人倍率が0.54倍まで
持ち直したものの、倒産件数の増加傾向も窺え、厳しい雇用情勢は変わらず。

　大手・中堅造船は大型客船の建造やバラ積み船の連続建造により高操業を維持して

概　況 一部持ち直し傾向ながら、総じて横這い状況続く

制御システムは国内需要に回復がみられず

依然低操業。発電機は国内、北米向けとも

受注が低迷しており、受注残は減少してい

る。

　電子部品では、シリコンウエハーがパソ

コンやデジタル家電等の需要増に支えられ

高操業となっている。また、ICの生産は高

水準を維持している。

いる。受注状況をみると、中国を中心とす

るアジアにおける鉄鉱石や石炭の輸送需要

の盛り上がりや、タンカーの安全基準見直

しによる代替需要の高まりなどを背景に、

新規受注が堅調に推移している。

　地場中小造船では、新造、修繕ともに新

規受注が低迷し、低水準の操業となってい

る。

造　船 大手・中堅は高操業

機　械 電子部品は高操業
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　10月の小売商況をみると、大型店売上高はプロ野球の優勝セールの影響などからプ

ラスに転じたほか、軽乗用車も　桁の伸びとなった。2

　大型店売上高（百貨店　店、スーパー 69店）は137億円、店舗調整前（単純合計比5

較）で前年同月比1.7％増、店舗調整後（同一店舗比較）で1.8％増と前年を上回った。

このうち百貨店は、一部店舗の増床効果が続く食料品が前年を上回って推移している

ものの、主力の衣料品は秋物を中心に動きが鈍く、全体で2.6％減となった。

　一方、スーパーは、一部店舗における優勝セールや増床効果などから家庭用品を除

く全ての品目で前年を上回り、店舗調整前で3.5％増、店舗調整後で3.6％増と　カ月振2

りにプラスに転じた。
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　乗用車販売台数をみると、10月の新規登

録台数（除く軽）は2,008台、前年同月比

6.6％減と再びマイナスに転じた。このう

ち普通車は23.2％増と好調を持続している

ものの、小型車は15.9％減と低迷。一方、

軽乗用車販売台数（長崎県軽自動車販売店

協会調べ）は1,757台、15.1％増と　カ月連2

続で前年を上回った。

　10月の県内　魚市と県漁連の取扱状況をみると、取扱量は　万　千トンで前年同月3 3 9

比24百トン、6.7％の増加。取扱金額は73億円で同　億　千万円、8.7％減少した。6 9

小売商況 大型店売上高、前年を上回る

農水産 魚価続落、取扱金額は前年割れ

　また、魚種別の水揚げ（日本遠洋旋網漁

業協同組合調べ）では、数量はサバが好調

で前年を上回ったが、取扱金額はアジ、サ

バともに魚価が続落し前年割れとなった。

　農林水産統計（九州農政局：長崎統計・

情報センター）によると、平成15年産みか

んの予想収穫量（11月　日現在）は　万1 8

5,300トンで、前回の表年であった平成13年

産に比べて　万3,700トン（14％）下回る見1

込み。
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　10月の県内観光をみると、主要施設の入場者数は、好天が続き屋外型施設の入場者

が伸びたことから13カ月振りに前年を上回った。もっとも、宿泊者数については、日

帰り客の増加傾向を反映して　カ月連続して前年を割り込んだ。夏場にはゆめ総体効2

果で持ち直したものの、その後は厳しい雇用・所得環境下、再び低迷傾向が窺える。

　個別にみると、主要観光施設等（13施設）の入場者数は693千人、前年同月比4.5％

増と昨年　月以来のプラスとなり、屋外型を中心に13施設中　施設が前年を上回った。9 7

うち県南地区ではグラバー園が3.8％増と　カ月振りのプラス、長崎原爆資料館は4

2.1％減となったが、島原半島では雲仙仁田道が8.6％増、島原城も6.8％増とともに前

年を上回った。また、県北地区では西海パールシーリゾートが4.8％増、ハウステンボ

スも会員向けサービス実施などもあって8.5％増と　カ月振りに増加、一方、平戸城は8

3.2％減と低調に推移している。なお、離島地区では壱岐・原の辻展示館は10.2％減と

なったが、福江市堂崎天主堂はこのところ増勢を維持している。

グラバー園 
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　県内縫製各社の11月の動きをみると、紳士服、婦人服など総合的にみて生産量（額）、

操業度は低調。また受注環境は輸入物の増加で依然厳しく、受注量、工賃単価は低水

準が続いている。

　今後については、　 ～　月が時期的に閑散期でもあり、全体として受注、操業度と1 3

もに低下する見込み。

　次に、県内主要宿泊施設（52社、日本銀

行長崎支店調べ）の宿泊客数をみると、10

月は223千人、前年同月比3.0％減と　カ月2

連続の前年割れ、うち長崎市内は82千人、

1.3％増と前年をやや上回った。また、島原

半島では雲仙地区が前年の反動もあって

8.0％増となったほか、小浜地区も8.2％増

と、ともに比較的高い伸びとなっている

（各観光協会調べ）。

観　　光 主要施設入場者数、約　年振りの増加1

縫製・繊維 受注状況は依然低調
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　10月の新設住宅着工戸数は、986戸（前年同月比19.1％増）で　カ月連続して増加し2

た。

　利用区分別の内訳をみると、持家369戸（40.3％増）、貸家446戸（8.0％増）、分譲80
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　10月の県内公共工事（西日本建設業保証取扱分）をみると、請負件数は681件（前年

同月比13.1％減）、請負金額は329億円（6.8％減）で、件数・金額とも　カ月連続して3

減少した。

　主要発注者別の請負金額をみると、「国」が39億円（42.3％減）、「県」が143億円（1.2％

増）、「市町村」が135億円（0.1％減）で、「県」は増加したが「国」と「市町村」は減

少した。

　地区別では、長崎地区（73億円、37.2％増）、県北地区（71億円、15.9％増）、上五島

地区（24億円、164.0％増）などは増加したが、島原地区（38億円、31.3％減）、諫早地

公共工事 件数・請負金額とも　カ月連続の減少3
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区（34億円、37.2％減）、対馬地区（25億円、

36.4％減）などは減少した。

　同月の主たる大型工事は、有川町発注の

有川港多目的ターミナル新築工事（14億円）、

長崎社会保険事務局発注の長崎厚生年金健

康福祉センター改修工事（14億円）、口之津

町発注の口之津小学校校舎新築工事（12億

円）、長崎県発注の歴史文化博物館展示工

事（仮称、12億円）など。

戸（23.8％減［うちマンションは51戸で

22.7％減］）で、持家と貸家は増加したが、

分譲は減少した。

　市郡別（県建築課調べ）では、長崎市（336

戸、60.0％増）、諫早市（125戸、247.2％増）、

西彼杵郡（123戸、7.0％増）、大村市（74戸、

32.1％増）などは増加したが、佐世保市（130

戸、39.3％減）、南高来郡（43戸、21.8％減）

などは減少した。

住宅建設 着工戸数は　カ月連続の増加2
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　10月の県内有効求人倍率（季節調整済）は、前月より0.03ポイント上昇し0.54倍（前

年同月比0.11ポイント増）となり、前月に続き0.5倍台を維持した。しかし、全国平均

0.7倍と比べると0.16ポイント下回っており依然厳しい状況が続いている。

　新規求人数は、9,354人（28.9％増）で16カ月連続して前年を上回った。形態別にみ

ると、一般求人（17.5％増）、パート求人（50.3％増）とも増加した。産業別にみると、

製造業（39.3％増）、卸売・小売業・飲食店（37.1％増）、サービス業（29.1％増）、建

設業（1.1％増）などほとんどの産業で増加した。

　また、有効求人数は、19,972人（23.0％増）で14カ月連続して前年を上回り、一般求
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人（17.5％増）、パート求人（33.3％増）と

も増加した。

　一方、新規求職者数は、8,691人（2.6％減）

で　カ月振りに減少した。形態別では、一2

般求職者（2.7％減）、パート求職者（2.2％

減）とも減少した。有効求職者数は、35,468

人（2.2％減）で13カ月連続して前年を下

回った。

雇　　用 厳しい状況続く

　11月の県内の企業倒産件数は14件、負債総額は40億円であった。件数が前年同月比

企業倒産

倍増となったことに加え、その殆どが負債

額　億円を超える倒産であったため、負債1

総額は前年の4.4倍となった。負債総額は

　カ月連続前年比プラス。6

　倒産原因は、「業績不振」が10件、「過少

資本」が　件、「他社倒産の余波」が　件と、3 1

依然として不況型の倒産が目立つ。


